
 
研究紀要 R６－７ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

高等学校理科で育成をめざす資質・能力を生徒に育むための 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価について 

～指導と評価の一体化をめざして～ 

島根県教育センター 
研究・情報スタッフ 福田 秀孝 



【要旨】  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１  

 

１  研究の背景  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１  

 （１）研究の動機  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１  

 究研）２（ の基盤  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１  

 

２  研究の目的  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２  

 

３  研究の仮説  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３  

 的学科「）１（ に探究しようとする態度」を涵養する授業について  ３・ ・・ ・・ ・  

（２）「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法について  ・・・・・・・・・ ３  

 

４  研究の方法  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４  

 

５  研究の内容  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４  

 和令）１（ ６年２月の授業実践  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４  

 ①  的学科「 に探究しようとする態度」を涵養する授業について  ・・ ・・ ・ ４  

 ②  的体主「 に学習に取り組む態度」の評価方法について   ・ ・・・・・・・ ５  

 月６）２（ の授業実践   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７  

 ①  的学科「 に探究しようとする態度」を涵養する授業について  ・・ ・・ ・ ７  

 ②  的体主「 に学習に取り組む態度」の評価方法について  ・・・・・・ ・ ・ ９  

 月９）３（ の授業実践  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ 10 

 ①  的学科「 に探究しようとする態度」を涵養する授業について  ・・ ・・ ・ 10 

 ②  的体主「 に学習に取り組む態度」の評価方法について  ・・・・・・ ・ ・ 13 

  （４） 11 月の授業実践   ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ 15 

 ①  的体主「 に学習に取り組む態度」の評価方法について  ・・・・・・ ・ ・ 15 

 

６  結果の考察と今後の課題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17 

 的学科「）１（ に探究しようとする態度」を涵養する授業について  ・・ ・ ・・・ 17 

（２）「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法について  ・・・・・・・・・ 19 

 

【引用文献】  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19 

【参考文献】  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20 

【資料】  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21 

目 次 



- 1 - 

高高等等学学校校理理科科でで育育成成ををめめざざすす資資質質・・能能力力をを生生徒徒にに育育むむたためめのの   

「「主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度」」のの評評価価ににつついいてて   

～～指指導導とと評評価価のの一一体体化化ををめめざざししてて～～   

 

島根県教育センター  研究・情報スタッフ  福田  秀孝  

 

 

【要  旨】  

 本研究は、 「科学的に探究しようとする態度」を涵養する授業モデルの提案と、「主

体的に学習に取り組む態度」の評価方法の検証を目的に行ったものである。教員の意

図的な仕掛けのもと、検証計画の立案など探究の過程を生徒に委ねることで、生徒は

主体的に取り組み、「科学的に探究しようとする態度」を身につけることができると考

える。教員が適切な支援を考えるにあたり、振り返りの記述分析はとても有効である。

今後は、自然の事物・現象との出合わせ方について工夫していくことで、生徒がさら

に主体的に取り組むことができる授業モデルを提案したい。また、 「主体的に学習に取

り組む態度」の評価については、生徒に示した振り返りの視点を基に判断して評価す

ると、教員が比較的容易に行うことができる。そのうえ、評価者間の差異が少なく生

徒にとって公平なものになると考える。  

 

【キーワード：課題設定  振り返りの視点  記述分析  生徒の変容】  

 

  

１１   研研究究のの背背景景   

（（１１））研研究究のの動動機機   

 高等学校訪問や研修において、 「学習評価、特に『主体的に学習に取り組む態

度』の評価について困っている」、「具体的な学習評価の例を紹介してほしい」

など評価についての意見を多くの理科教員から聞いた。個々の教員による試行

錯誤が行われる一方で、ノート提出の有無や生徒の記述量によって判断すると

いう誤った認識による評価もあった。教員は平日、休日を問わず極めて多忙な

日々を過ごしており、評価についての情報を収集したり、自校での実践を振り

返り検討したりする時間が十分に確保できない状況にあると推察する。学校教

育の在り方が大きく変わりつつある今、評価以外にも学校は様々な課題を抱え

ている。このような状況だからこそ、島根県教育センターは学校に寄り添い、

伴走していく必要がある。そこで、 「主体的に学習に取り組む態度」の評価につ

いて実践研究を行い、評価について各学校の理科教員と議論し、お互いの理解

を深めていく機会を提供するために、本研究を行うことにした。  

  

 （（２２））研研究究のの基基盤盤   

 「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、令和５年度各教科等教

育課程研究協議会（高等学校  理科）で協議題として取り上げられ、協議の前に
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行われた行政説明では、目標に正対した評価規準であることや評価規準等を事

前に生徒と共有すること等が強調されるとともに、「『指導と評価の一体化』の

ための学習評価に関する参考資料」（以下、「参考資料」とする）の【高等学校  

理科】事例３や【高等学校  理数】事例６の紹介があった。  

【高等学校  理科】事例３は、生徒に 「⑴分からなかったこと、あるいは、新

たに疑問に思ったことは何か。また、それをどのようにして解決したか。⑵次

の単元での学習に向けて、自分の学習方法について感じた課題は何か。また、

それをどのように改善していくか。」という内容で振り返りを記述させる事例で

ある。⑴の視点から、①知識及び技能の習得や思考力、判断力、表現力等の育

成に向かって粘り強い取組を行おうとする側面（側面①）を、⑵の視点から、

②①を行う中で自らの学習を調整しようとする側面（側面②）を見取ることが

できるように工夫されている。また、視点⑴及び⑵の両方ともその手段が表現

してあれば 「十分満足できる」状況（Ａ）、どちらか一方についてのみその手段

が表現してあれば「おおむね満足できる」状況（Ｂ）という評価方法 １ ）が示さ

れており、評価についての困り感を解消する方法として有効であると考えた。  

さらに、島根大学教育学部附属義務教育学校（以下、附属義務教育学校とす

る）では、「主体的に学習に取り組む態度」の評価に焦点をあてて実践を重ね、

２つの側面①及び②を自己調整し続ける姿と捉え、生徒の振り返りの記述と行

動観察の両方で子どもを見取ることで評価できる ２ ）と報告している。また、附

属義務教育学校で行われた研究授業では、より妥当な評価をするための授業づ

くりや振り返りにおける具体的な記述の想定などの大切さが強調されていた。  

そこで、「参考資料」 【高等学校  理科】の事例を基にした評価方法について検

証するとともに、課題や導入など評価を行うための授業づくりについても検証

する必要があると考えた。  

 

２２   研研究究のの目目的的   

高等学校理科の目標は、次のように示されている ３ ）。  

自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観

察、実験を行うなどを通して、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要

な資質・能力を次のとおり育成することをめざす。  

⑴  自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観

察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。  

⑵  観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。  

⑶  自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。 

 
 
１ ） 国 立 教 育 政 策 研 究 所  教 育 課 程 研 究 セ ン タ ー （ 2020）：「『 指 導 と 評 価 の 一 体 化 』 の た め の 学 習 評 価 に

関 す る 参 考 資 料 【 高 等 学 校  理 科 】」． 東 洋 館 出 版 社  pp.95～ 96 

２ ） 島 根 大 学 教 育 学 部 附 属 義 務 教 育 学 校 理 科 部  島 根 大 学 教 育 学 部 栢 野 彰 秀 （ 2024）：「 理 科 の 見 方 ・ 考

え 方 を 働 か せ る 探 究 （ 問 題 解 決 ） の 過 程 を 経 る 小 ・ 中 学 校 の 授 業 実 践 ３ 」 . p.13 

３ ） 文 部 科 学 省 ：「 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 （ 平 成 30 年 告 示 ） 解 説  理 科 編  理 数 編 」． p.21 
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評価の目的が教員の指導改善と生徒の学習改善であることから、「主体的に学習

に取り組む態度」を評価するための授業では「科学的に探究しようとする態度」の

涵養をめざすことになる。そこで、本研究では、「科学的に探究しようとする態度」

を涵養する授業モデルを提案し、その評価方法について検証することを目的とする。 

 

３３   研研究究のの仮仮説説   

 （（１１））「「科科学学的的にに探探究究ししよよううととすするる態態度度」」をを涵涵養養すするる授授業業ににつついいてて   

 「主体的に学習に取り組む態度」を評価するための授業では、側面①「粘り

強い取組を行おうとする側面」と、側面②「自らの学びを調整しようとする側

面」の２つの側面を見取る必要がある。そのため、生徒が粘り強く取り組むこ

とができるような適切な課題と、自分自身の学びを振り返ることができる場面

を設定する必要がある。また、粘り強く取り組むためには、課題を自分ごとと

して捉え、見通しをもって主体的に探究を始められるように導入を工夫する必

要がある。  

 附属義務教育学校では、「『科学的に探究しようとしている』態度を評価する

ためには、子ども一人一人が探究しようとする場面を設定する必要があり、子

ども自身が探究するための授業づくりに有効である」とまとめている ２ ）。  

そこで、生徒自らが課題を設定して探究しようと主体的に取り組み、他者と

の対話により自身の考えを広げることができる授業を通して「科学的に探究し

ようとする態度」を涵養することができるであろうと考える。具体的には、次

のア～エの４つの工夫を取り入れた授業をデザインし、その効果を検証する。  

ア  生徒が試行錯誤できる課題  

イ  生徒が問題を見いだすことができる導入  

ウ  生徒が自らの学びを振り返ったり、自己調整したりする場面  

エ  視点を示した授業（探究）の振り返り  

 

 （（２２））「「主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度」」のの評評価価方方法法ににつついいてて   

 「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法について、「参考資料」【高等学

校  理科】事例３の視点を生徒へ事前に示した振り返りの記述分析による評価 １ ）

や、「参考資料」【高等学校  理数】事例６のチェック項目による点数化した評価４ ）

は、学校でも取り組みやすい事例であると考える。  

 また、附属義務教育学校では、「振り返りの記述だけでは読み取れない姿があ

り、記述分析と行動観察の両方で子どもを見取ることで、より適切に評価でき

る」と報告している ２ ）。  

 そこで、 「参考資料」【高等学校  理科】事例３を基に生徒の振り返りの記述か  

 
 
１ ） 再 掲  

２ ） 再 掲  

４ ） 国 立 教 育 政 策 研 究 所  教 育 課 程 研 究 セ ン タ ー （ 2021）：「『 指 導 と 評 価 の 一 体 化 』 の た め の 学 習 評 価 に

関 す る 参 考 資 料 【 高 等 学 校  理 数 】」． 東 洋 館 出 版 社  pp.92～ 107 
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１ ） 国 立 教 育 政 策 研 究 所  教 育 課 程 研 究 セ ン タ ー （ 2020）：「『 指 導 と 評 価 の 一 体 化 』 の た め の 学 習 評 価 に

関 す る 参 考 資 料 【 高 等 学 校  理 科 】」． 東 洋 館 出 版 社  pp.95～ 96 

２ ） 島 根 大 学 教 育 学 部 附 属 義 務 教 育 学 校 理 科 部  島 根 大 学 教 育 学 部 栢 野 彰 秀 （ 2024）：「 理 科 の 見 方 ・ 考

え 方 を 働 か せ る 探 究 （ 問 題 解 決 ） の 過 程 を 経 る 小 ・ 中 学 校 の 授 業 実 践 ３ 」 . p.13 

３ ） 文 部 科 学 省 ：「 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 （ 平 成 30 年 告 示 ） 解 説  理 科 編  理 数 編 」． p.21 
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ら側面①「粘り強い取組を行おうとする側面」と側面②「自らの学習を調整し

ようとする側面」を見取りつつ、行動観察によって自分の考えを十分に表現す

ることができない生徒を見取って加点することについて検証する。  

 

４４   研研究究のの方方法法   

県内の公立高校 （以下、協力校）に共同研究を依頼し、理科教員の協力のもとで、

「科学的に探究しようとする態度」を涵養する授業と「主体的に学習に取り組む態

度」の評価方法について検証を行った。  

事前に Google 社の Chat や Meet、Classroom を利用して授業を行う協力校の物理

教員と授業づくりの協議を行ったうえで、令和６年２月、６月、９月、11 月に合計

４回の授業実践を行った。また、令和６年６月と９月の授業実践は研究授業として

公開し、授業後に授業参観教員による振り返りを行った。なお、令和６年度の３回

の授業実践については、生徒の変容を見取る目的と、指導改善の効果を測る目的で

同じクラスで実施した。  

 

５５   研研究究のの内内容容   

 （（１１））令令和和６６年年２２月月のの授授業業実実践践   

 以下の点について確認する目的で、令和６年２月７日に２年生（現３年生）

の１つのクラスで授業実践を行った。  

・生徒が取り組む課題として、どの程度のレベルが適当なのか  

・記述分析による評価において、どの程度、教員間の違いが見られるのか  

  資資料料１１に、本時に関わる部分の学習指導案（略案）を示す。この単元は、宇

宙に関係する内容で生徒が興味を抱きやすい。一方で、生徒が実際に観察、実

験することが難しい内容であることから、生徒にも身近な静止衛星の周回軌道

について理論的に検証する「静止衛星の軌道条件を２つ以上のエビデンスをも

とに説明しよう」という探究の課題を設定した。  

 

①①  「「科科学学的的にに探探究究ししよよううととすするる態態度度」」をを涵涵養養すするる授授業業ににつついいてて    

 アア   生生徒徒がが試試行行錯錯誤誤ででききるる課課題題  

   今回の理論的な検証は問題演習に近く、課題によっては、解き終わって時

間を持て余す生徒や諦めてしまう生徒が出てきやすい。課題の解決に向けて

粘り強く取り組み、また、「本当に、これで正しいか」を別の方法で検証し

ようとする姿は科学的に探究する際にとても重要であり、生徒に身に付け

て欲しい 「科学的に探究しようとする態度」である。このため、複数の検証

方法が考えられる題材を選び、生徒には２つ以上のエビデンスを求めるこ

とで、知識の習得に向けて粘り強く取り組む生徒の姿が見られるのではな

いかと考えた。  
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  イイ   生生徒徒がが問問題題をを見見いいだだすすここととががででききるる導導入入  

 生徒は研修旅行でＪＡＸＡを訪問していることから、国際宇宙ステーシ

ョンと気象衛星ひまわり （静止衛星）の等速円運動を比較し、課題を見いだ

すことができるように工夫した。  

 

 ウウ   生生徒徒がが自自ららのの学学びびをを振振りり返返っったたりり、、自自己己調調整整ししたたりりすするる場場面面  

 席を移動して友達に聞いてもよいことを伝え、自分が行き詰ったときに

他者の意見を参考にできるようにした。また、最終的な自分の考えをグルー

プ内で発表するようにした。  

 

  エエ   視視点点をを示示ししたた授授業業（（探探究究））のの振振りり返返りり  

 あ ら か じ め 振 り 返 り の 視 点 を 生 徒 に 示 し た 上 で 、 ２ 時 間 の 探 究 後 に

Google Forms を用いて振り返りを行った。  

  

  オオ   授授業業実実践践のの省省察察とと指指導導改改善善   

 表表１１は、ワークシートの解

答から生徒の達成状況を５段

階に分類したときの達成状況

の分布を示したものである。

「概ね十分な解答」は生徒が

静止衛星の軌道をほぼ証明す

ることができているものを、

「４～６割程度の解答」は証

明の途中で解答が終わってい

るものを、「３割以下の解答」

は証明の初期段階で止まっているものである。なお、２つ以上のエビデンス

を生徒に求めていたため、１つ目のエビデンスとしての記述を証明１、２つ

目のエビデンスとしての記述を証明２と表記した。 「記述なし」や「誤った

内容の解答」が証明１では 60%、証明２では 80%と、多くの生徒が課題に対

して正しい方向で証明を考えることができていなかった。これは前時まで

の学習事項が十分に定着していないことが主な原因と考えられ、誰もが諦

めることなく粘り強く取り組むことができるような課題の設定を工夫する

必要があると感じた。  

  

②②   「「主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度」」のの評評価価方方法法ににつついいてて     

  アア   評評価価基基準準とと評評価価方方法法   

  「参考資料」 【高等学校  理科】事例３を参考に、生徒の振り返りの記述を、  

 

表表１１   課課題題にに対対すするる生生徒徒のの達達成成状状況況   

 証明１  証明２  

割合 (%) 割合 (%) 

記述なし  25 
60 

50 
80 

誤った内容の解答  35 30 

３割以下の解答  15 

40 

10 

20 ４～６割程度の解答  5 10 

概ね十分な解答  20 0 
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視点① 課題に取り組む過程で、分からなかったことや疑問に思ったこと

は何か。また、それらをどのように解決したか。  

視点② 今回の２時間の授業を経て、今後の学習に向けて、自分の学習方

法について感じた課題は何か。また、それをどのように改善して

いくか。  

の２つの視点で分析し、視点①及び②の両方ともその手段が表現してあれ

ば「十分満足できる」状況 （Ａ）、どちらか一方についてのみその手段が表

現しれあれば「おおむね満足できる」状況（Ｂ）とした。  

 

  イイ   授授業業実実践践のの振振りり返返りりとと指指導導改改善善   

表表２２は、２人の評価者が行った評

価ＡＢＣの人数分布である。在籍者

数 21 名のうち、部活動の公欠等によ

り６名の生徒について、評価を行う

ことができなかった。なお、評価１は

授業者による評価、評価２は授業づ

くりに関わった協力者による評価、

検討後は２人で判断基準をすり合わ

せた後の評価である。  

評価１と評価２において、３名の生徒について評価が分かれた。図図１１は、

生徒の振り返りの記述例である。生徒１は、視点①について自身が苦労した

点及びそれをどのように解決したか、また、視点②について自身の課題及び

今後どのように改善するか、視点①及び②ともにその手段が表現されてい

ると判断し、評価「Ａ」とした。生徒２～４については、２人の評価者で評

価が分かれたものである。例えば、生徒２は、視点①については２人の評価

者ともその手段が表現されていると判断したが、視点②について、評価者１

表表２２   評評価価  （（２２月月））のの人人数数分分布布  （（人人））  

 評価１  評価２  検討後  

Ａ  10 8 8 

Ｂ  5 7 6 

Ｃ  0 0 1 

評価なし  6 6 6 

  

【生徒２】  
静止衛星がどのような軌道上を移動するのか

ということ。ma=F や調べてわかったことを駆

使して求めた。  
分からないことは調べる。  

【生徒３】  
根拠を一切かけなかったので友達に助けても
らった。  
式を立てることはできたのでどう変換したら
求めたいものが出せるかをわかるようにする。 

【生徒１】  
ことばでは論理的に説明しようと頑張ったが、
その根拠となる数字や式を立てるのに苦戦し
た。今までに習った運動方程式や法則の公式を
基に自分なりに試行錯誤して式を立て説明で
きるようにした。  
ただ数や文字を代入していくのではなく、現実
の物理法則に基づいて文字の意味や何を示し
ているのかを考察していきたい。  

図図１１   生生徒徒のの振振りり返返りり（（２２月月））のの記記述述例例   

【生徒４】  
円運動についての公式等を用いて考えたり、イ
ンターネットから情報を引っ張ったりした。  
物事を決めつけて進めてしまうところがある
ので、それが成り立つ根拠を明確にしてから実
行に移したい。  

下線は筆者による。 

― 6 ―



- 7 - 

はその手段が表現されていると判断し、評価者２はその手段が表現されて

いないと判断した。 「その手段の表現」について、どの程度まで生徒に求め

るのかという判断基準を協議してすり合わせを行った結果、視点②の前半

部分 （自身の課題）の記載がなく、その手段の表現として不十分と判断し、

評価「Ｂ」にすることとした。なお、評価「Ｃ」の生徒は、視点①及び②に

ついての記述があるものの、いずれも後半部分（解決方法・改善点）の記載

がないためその手段の表現として不十分と判断した。  

 振り返りの視点を示した上で生徒が記述したものを分析して評価するこ

とについては、判断基準のすり合わせを行うことで評価者間の評価の相違

を解消することができ、ある程度の公平性は確保できるのではないかと考

える。また、振り返りの記述分析をとおして、生徒の実態を把握することが

でき、負担感もなく楽しく行うことができた。一方で、今回の授業実践では

欠席等により評価ができなかった生徒が６名おり、欠席した生徒の評価を

どうするかという課題が残った。また、 「自分の考えをしっかりと表現でき

ない」、 「めんどうなので適当に振り返りを書いた」など、その手段の表現が

不十分と判断した生徒の実態は様々である。この振り返りの記述分析によ

る評価が、生徒の「科学的に探究しようとする態度」の涵養に向かう過程を

評価できているのかなど、今回の授業実践を通して記述分析による評価の

手ごたえと課題を見つけることができた。  

 

 （（２２））６６月月のの授授業業実実践践   

 令和６年２月の授業実践を基に、生徒が探究の過程を通して重力加速度の大

きさを見いだす学習活動を行い、その振り返りの記述分析から「主体的に学習

に取り組む態度」を評価する授業 （資資料料２２に学習指導案（略案）を示す。）を設

定した。授業実践は、１年生の１クラス（ 29 名）を対象として、令和６年６月

４日、７日に２時間の探究として計画した。この探究は中学校における学習の

発展的な内容であるため、生徒が「理科の見方・考え方」を働かせ主体的に取

り組むことができると考えた。  

 

①①  「「科科学学的的にに探探究究ししよよううととすするる態態度度」」をを涵涵養養すするる授授業業ににつついいてて     

  アア   生生徒徒がが試試行行錯錯誤誤ででききるる課課題題  

 令和５年６月 14 日に、協力校とは別の公立高校の物理教員が、生徒の立

案した検証計画に従って実験を行い、重力加速度の大きさを見いだす授業を

実践した。この実践において、生徒の主体的に取り組む姿が様々な場面で見

られた。そこで、探究の過程の中でも 「検証計画の立案」に重点を置いた学

習活動を設定し、「仮説を確かめるための観察・実験の計画を立案する力」

や「観察・実験の計画を評価 ・選択 ・決定する力」の育成に向かって粘り強

く取り組む姿を期待した。  
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  イイ   授授業業実実践践のの振振りり返返りりとと指指導導改改善善   
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表表２２   評評価価  （（２２月月））のの人人数数分分布布  （（人人））  

 評価１  評価２  検討後  

Ａ  10 8 8 

Ｂ  5 7 6 

Ｃ  0 0 1 

評価なし  6 6 6 

  

【生徒２】  
静止衛星がどのような軌道上を移動するのか

ということ。ma=F や調べてわかったことを駆

使して求めた。  
分からないことは調べる。  

【生徒３】  
根拠を一切かけなかったので友達に助けても
らった。  
式を立てることはできたのでどう変換したら
求めたいものが出せるかをわかるようにする。 

【生徒１】  
ことばでは論理的に説明しようと頑張ったが、
その根拠となる数字や式を立てるのに苦戦し
た。今までに習った運動方程式や法則の公式を
基に自分なりに試行錯誤して式を立て説明で
きるようにした。  
ただ数や文字を代入していくのではなく、現実
の物理法則に基づいて文字の意味や何を示し
ているのかを考察していきたい。  

図図１１   生生徒徒のの振振りり返返りり（（２２月月））のの記記述述例例   

【生徒４】  
円運動についての公式等を用いて考えたり、イ
ンターネットから情報を引っ張ったりした。  
物事を決めつけて進めてしまうところがある
ので、それが成り立つ根拠を明確にしてから実
行に移したい。  

下線は筆者による。 
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  イイ   生生徒徒がが問問題題をを見見いいだだすすここととががででききるる導導入入    

 傾斜角が異なる２つの斜面を下る台車の運動を比較したり、中学校での

既習事項と関係付けたりすることで、傾斜角が大きくなると台車の加速度

（速度の時間変化）も大きくなることや傾斜角が 90°（自由落下）のとき

に加速度が最大になることに気付き、 「自由落下のときの加速度を調べてみ

よう」と生徒が課題を見いだすことができるように工夫した。  

 

  ウウ   生生徒徒がが自自ららのの学学びびをを振振りり返返っったたりり、、自自己己調調整整ししたたりりすするる場場面面  

個人で検証計画を考えた後に、グループ内で発表してグループの検証計

画を決定する場を設定した。この時、参考になった意見などを記入するよう

にワークシートを工夫した。  

 

  エエ   視視点点をを示示ししたた授授業業（（探探究究））のの振振りり返返りり  

 あらかじめ振り返りの視点を生徒に示した上で、授業後と次時の探究後

の２回、 Google Forms を用いて振り返りを行った。  

 

  オオ   授授業業実実践践のの省省察察とと指指導導改改善善   

 ２月と６月の授業実践では生徒が違うため単純に比較することはできな

いが、２月の授業実践では課題が難しくてあきらめた様子が見られたのに

対し、今回は全員が最後までしっかりと考えていた。  

図図２２は、生徒の振り返りの記述例を 【試行錯誤できる課題の設定】と【対

話的な学びの設定】についてまとめたものである。【試行錯誤できる課題の

設定】についての記述から、既習事項と関係付けながら考えるなど理科の見

方・考え方を働かせている生徒の姿、復習の必要性を実感するなど自らの学

【対話的な学びの設定】  
〇協議のときにはグラフを利用していたり、自
分と違う公式を使っていたりする友達がい
て、違う見方で考えることができた。  

〇自分とは全く違う計画があって、一人で考え
るよりも複数人で考えるほうが、アイデアが
生まれやすいと感じた。  

〇この実験方法で本当に加速度を求められる
のか自信がなかったけど、班で実験案を発表
しているうちに自分と似ている案などを聞い
て解決に近づいた。  

〇班の協議でなるほどと思ったのは、落とす物
体を例えばテニスボールボールだけでなく、
消しゴムとか様々な物で試してみると、物に
よって加速度が変わるのかということも調べ
られると思いました。  

【試行錯誤できる課題の設定】  
〇今まで習ってきた公式などを用いながら実
際に実験するのをイメージして考えるように
した。  

〇授業で習った公式をよくわかっていない状
態で計画を立てていたので授業の復習をする
機会を増やそうと思いました。  

〇前のプリントを見返してどのように実験し
たらよいかを考えられた。  

▼今まで実験計画を自分で考えることがなか
ったので、最初に何をするべきなのかわから
なかった。  

▼実験内容を自分で考えることは今までなか
ったのでとても新鮮でした。実験内容を考え
るうえで誰でもできるような方法を考えるこ
とが大切だと思いました。  

図図２２   生生徒徒のの振振りり返返りり（（６６月月））のの記記述述例例   

下線は筆者による。 
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びを振り返る姿などがうかがえる。このことから、「検証計画の立案」は、

生徒が試行錯誤できる課題として有効であると考える。  

一方で、初めて検証計画を立案したという記述が数人あった。実際の授業

でも、最初の個人活動に多くの時間を割いたことから、「班で話し合う時間

が少なかった。」という記述もあった。これは、小・中学校での学習により

生徒の力だけで検証計画の立案をある程度できるだろうという教員の先入

観が原因であり、改めて生徒の実態把握の重要性を感じた。今後の授業実践

では、生徒が自由に考える部分と教員が誘導する部分とを明確にし、段階を

踏まえながら探究の過程を生徒に委ねていくような指導計画を立てる必要

がある。なお、この点については、令和６年度各教科等教育課程研究協議会

（高等学校  理科）の行政説

明 に お け る 滋 賀 県 立 虎 姫 高

等 学 校 松 宮 敬 広 教 諭 の 実 践

発 表 の 内 容 と も 一 致 す る 。

図図 ３３ は 、 行 政 説 明 に お け る

実 践 発 表 で 示 さ れ た 資 料 の

一 部で あ る ５ ）。 発 表 の中 で

松 宮 は 、 探 究 の 各 過 程 に は

レ ベ ル が あ り 、 段 階 的 に レ

ベ ル を 高 め て い く 必 要 が あ

ることを強調していた。  

図図２２の 【対話的な学びの設定】については、自身の考えを広げることがき

たり、自信につながったりしたという記述が多くあった。このことから、グ

ループ内での発表など考えを共有する場は自身の学びを振り返る場面とし

て非常に有効であると考える。今後は、誰とどのようなタイミングで共有す

るのかなど、教員がねらいをもって対話的な学びを設定し、より効果的なも

のになるように検証していきたい。  

 

②②  「「主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度」」のの評評価価方方法法ににつついいてて   

  アア   評評価価基基準準とと評評価価方方法法   

 本時の最後に、 「参考資料」 【高等学校  理科】の事例３ １ ）を参考にした視

点①・②で振り返りを行った。  

視点① 実験計画を立てる際に、疑問に思ったことや自信がなかったこと

をどのように解決しようとしたか。  

視点②  班での協議を経て、どのような変容があったか。何を感じたか。  

 このうち、視点①では側面① 「粘り強い取組を行おうとする側面」を、視  

 
 
１ ） 再 掲  

５ ） 令和６年度高等学校各教科等教育課程研究協議会理科部会（2024.11.28）：行政説明資料  

図図３３   探探究究のの過過程程ととレレベベルル   

令和６年度高等学校各教科等教育課程研究協議会  

理科部会（ 2024.11.28）：行政説明資料５）より  
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点②では側面② 「自らの学習を調整しようとする側面」を見取ることができ

ることができると考え、視点①及び②について、両方ともその手段を表現し

ていれば「十分満足できる」状況（Ａ）、どちらか一方についてのみその手

段を表現していれば「おおむね満足できる」状況（Ｂ）とした。  

 

  イイ   授授業業実実践践のの振振りり返返りりとと指指導導改改善善  

 グループ内での発表の途中で本時が終了したこともあり、本時の振り返

りに加えて、探究後に次の視点③・④で振り返りを行った。  

視点③  次に実験計画を立てるときにどのようなことを意識し、改善して

いきたいか。  

視点④  実験全体を振り返っての気付き、反省、感想  

視点①で側面① 「粘り強い取組を行おうとする側面」を、視点③で側面②

「自らの学習を調整しようとする側面」を見取ることができるのではない

かと考えたが、振り返りのタイミングが異なり記述につながりがないこと、

また、欠席等で視点③の記述がないことなどの理由から、視点①及び③で見

取ることは適切ではないと判断し、今回の授業実践では評価を行わないこ

とにした。  

しかしながら、視点③及び④の記述から、実験の結果の妥当性を考えたと

ころで、自身が立案した検証計画の良かった点や改善すべき点が具体的に

見えてくることが分かった。探究の過程の中の「検証計画の立案」に重点を

置いた場合であっても、振り返りを行うタイミングとしては探究後の方が

適切であると考える。  

また、計画通りに授業を行うことができなかった場合、当然、評価も行え

なくなる。そのため、生徒の実態を把握した上で指導と評価の計画を立て、

授業を行いながらその計画も修正していくことが大切であると考える。  

 

 （（３３））９９月月のの授授業業実実践践   

 ６月の授業実践を基に、「仮説の設定」から 「検証計画の立案」までの流れを

教員が誘導する形式とした。また、センサー付き力学台車を用いて加速度 a と

時間 t の関係 (a-t 図 )を調べるなど実験の道具や方法の一部を限定した。運動

の法則 (F=ma)を見いだす２時間の探究を行い、探究後の振り返りの記述分析か

ら「主体的に学習に取り組む態度」を評価する授業（資資料料３３に学習指導案（略

案）を示す。）を設定し、令和６年９月 10 日に授業実践を行った。  

 

①①  「「科科学学的的にに探探究究ししよよううととすするる態態度度」」をを涵涵養養すするる授授業業ににつついいてて    

  アア   生生徒徒がが試試行行錯錯誤誤ででききるる課課題題  

 ６月の授業実践において、検証計画を立案した経験が少ない生徒が一定

数見られたことから、全てを生徒に委ねるのではなく、どのような流れで、

どんなことに気を付けながら検証計画を立案すればいいのかを自然と気付
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くことができるように、教員が少し誘導する流れとした。加速度の大きさに

影響を及ぼす要因を考えること、自分が調べたい要因を１つに決めること、

仮説を設定し見通しをもつこと、指定された道具を用いながら「変化させる

量」をどのように変えるかを考えることなど、生徒に委ねる部分を調整し、

全体として生徒の主体性が保たれるように配慮した。そのことによって、

「仮説を確かめるための観察・実験の計画を立案する力」や「観察・実験の

計画を評価 ・選択 ・決定する力」の育成に向かって粘り強く取り組む姿を期

待した。  

 

  イイ   生生徒徒がが問問題題をを見見いいだだすすここととががででききるる導導入入  

 傾斜角が異なる２つの斜面を下る台車の運動を比較できる動画を用いて、

「どうして加速度の大きさが異なるのだろうか」、「加速度の大きさには何

が影響するのだろうか」という問題を生徒が見いだすことができるような

導入とした。その際、日常生活など自身の経験と関連付けて考え、影響を及

ぼす要因として力や質量に気付くことができるように工夫した。  

 

  ウウ   生生徒徒がが自自ららのの学学びびをを振振りり返返っったたりり、、自自己己調調整整ししたたりりすするる場場面面  

 生徒が自分の考えをしっかりと持った状態でグループ内の発表に臨むこ

とができるように、表表３３の視点を発表前に示して自分の考えを振り返る時

間を確保した。近くの生徒と相談しな

がら自分の検証計画を立案する姿が６

月の授業実践で見られたことから、で

きるだけ離れた席の、同じ要因を挙げ

ている生徒同士でグループをつくり、

グループ内の発表で新たな気付きが得

られるように工夫した。  

 

  エエ   視視点点をを示示ししたた授授業業（（探探究究））のの振振りり返返りり  

 この単元では、運動方程式を様々な現象に適用することができるレベル

まで知識を習得することが目標の１つであり、本時の探究は運動方程式の

関係性を見いだすという知識の土台となる大切な時間である。そのため、こ
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  オオ   授授業業実実践践のの省省察察とと指指導導改改善善   

 図図４４は、探究後の生徒の振り返りの記述例である。生徒の振り返りの記述
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表表３３  検証計画を見直す視点  
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●変化させる量は１つだけか。  

●具体的な計画になっているか。  

●再現性が確保されているか。  

●正確な実験ができそうか。  
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点②では側面② 「自らの学習を調整しようとする側面」を見取ることができ

ることができると考え、視点①及び②について、両方ともその手段を表現し

ていれば「十分満足できる」状況（Ａ）、どちらか一方についてのみその手

段を表現していれば「おおむね満足できる」状況（Ｂ）とした。  

 

  イイ   授授業業実実践践のの振振りり返返りりとと指指導導改改善善  

 グループ内での発表の途中で本時が終了したこともあり、本時の振り返

りに加えて、探究後に次の視点③・④で振り返りを行った。  

視点③  次に実験計画を立てるときにどのようなことを意識し、改善して

いきたいか。  

視点④  実験全体を振り返っての気付き、反省、感想  

視点①で側面① 「粘り強い取組を行おうとする側面」を、視点③で側面②

「自らの学習を調整しようとする側面」を見取ることができるのではない
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また、欠席等で視点③の記述がないことなどの理由から、視点①及び③で見
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しかしながら、視点③及び④の記述から、実験の結果の妥当性を考えたと
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置いた場合であっても、振り返りを行うタイミングとしては探究後の方が
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また、計画通りに授業を行うことができなかった場合、当然、評価も行え

なくなる。そのため、生徒の実態を把握した上で指導と評価の計画を立て、
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 （（３３））９９月月のの授授業業実実践践   

 ６月の授業実践を基に、「仮説の設定」から 「検証計画の立案」までの流れを
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①①  「「科科学学的的にに探探究究ししよよううととすするる態態度度」」をを涵涵養養すするる授授業業ににつついいてて    

  アア   生生徒徒がが試試行行錯錯誤誤ででききるる課課題題  

 ６月の授業実践において、検証計画を立案した経験が少ない生徒が一定

数見られたことから、全てを生徒に委ねるのではなく、どのような流れで、

どんなことに気を付けながら検証計画を立案すればいいのかを自然と気付
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計画の立案】に整理し、該当する部分のみを抜き出した。  

  【素朴概念】について、「重い物体の方が軽い物体よりも早く落下する。」

という素朴概念から 「力が一定のとき、質量が大きいほど、加速度は大きい

だろう」という仮説を設定した生徒がクラスの半数以上いた。授業前は、「重

い物体は動きにくい」という日常生活と関連付けて「質量が大きいほど、加

速度は小さくなるだろう」という仮説を設定するのではないかと予想して

いたため、意外であった。しかしながら、生徒の記述からは、自分が設定し

た仮説が誤っていたという驚きが、知識の習得につながっている様子がう

かがえる。また、仮説が誤っていたことにより、「結果が違っても考察の基

準として仮説を立てることは大切だ」や「『なんで結果がそうなったのか』、

『自分はなぜそう仮説したのか』をもう一度考えるべきだ」などの考察や探

究の振り返りの大切さへの気付きや、「みんなの班の結果を見るまでは比例

の関係だと思っていた」のように再現性の大切さへの気付きにつながって

おり、科学的に探究する力を育成するにあたり非常に効果的であったと考

える。さらに、「だから重たい荷物を運ぶ船とかは進むのがゆっくりなのか

な」のように、習得した知識を日常生活と関連付けている記述もあり、知識

を活用する深い学びに向かっていることがうかがえる。生徒が抱いている

素朴概念は、生徒が試行錯誤できる課題を設定する際の１つの手掛かりと

なることが明らかになった。  

【結果の処理】について、４名の生徒が記述している、関係性を見いだす

ためのグラフの描き方は、この探究において習得させたい技能であり、とて

も大切である。図図５５は令和６年度大学入学共通テスト  物理  の問題で、横軸

【検証計画の立案】  
〇実験をするうえで、変化させる要因と変化さ
せない要因をしっかり決めてするのが大切だ
とわかりました。（２人）  

〇前の実験のときは仮説をきちんと立てられ
なかったけど今回はしっかり立てることがで
きました。  

〇複数回実験することでより科学的な実験が
できた。（再現性についての記述５人）  

【素朴概念（ 1 5 人）】  
〇質量が大きくなれば加速度も大きくなると
思っていたけど、そうじゃないと今日分かっ
て驚きだった。力と質量の関係は逆だった。  

〇みんなの班の結果を見るまでは比例の関係
だと思っていた。  

〇自分が立てた仮説と結果が異なったので「な
んで結果がそうなったのか」、「自分はなぜそ
う仮説したのか」をもう一度考えるべきだと
思った。  

〇実験前に自分たちで立てていた仮説とは逆
で加速度と質量は反比例の関係にあるとわか
りました。仮説が正しかったときは嬉しいけ
ど、結果が違っても考察の基準として仮説を
立てることは大切だなと感じました。  

〇質量が大きくなればなるほど加速度が小さ
くなると知った。だから重たい荷物を運ぶ船
とかは進むのがゆっくりなのかなと思った。  

図図４４   ググルルーーププ分分けけししたた探探究究後後のの特特徴徴的的なな記記述述（（抜抜粋粋））   

【結果の処理（４人）】  
〇グラフが右下がりで直線か曲線かわからな
いときは軸を１/◯に変えるときちんと読み
取れることがわかりました。  

〇反比例のグラフかどうか調べるときは横軸
に逆数をとると、比例のグラフになることを
はじめて知りました。  

下線は筆者による。 
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の取り方を変えて描いた４つのグラフを

基に振動数と張力との関係性を判断する

力を問うている ６ ）。関係性を見いだすた

めの結果の処理に関する問題は、令和７

年度大学 入学共通 テスト  物理基礎にお

いても出題されている。大学入試に対応

で き る 学 力 を 生 徒 が 身 に 付 け る た め に

も、探究の過程を通して学んでいくこと

は大切である。  

図図４４の【検証計画の立案】について、

８人の生徒が振り返りを記述しており、

記述からは教員のねらい通りに、条件制

御や仮説の設定について生徒に意識付け

することができたことがうかがえる。今

後は少しずつ教員が誘導する部分を減ら

し、生徒自身が探究するように探究のレ

ベルを上げていく必要があると考える。

また、６月の振り返りの視点③で記述の

多かった再現性について、今回は意識し

て検証計画を立案することができた様子がうかがえる。少しずつではある

が着実に科学的に探究する力が身に付いていると考える。  

 

②②  「「主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度」」のの評評価価方方法法ににつついいてて   

  アア   評評価価基基準準とと評評価価方方法法  

 探究の最後に、 「参考資料」 【高等学校  理科】の事例４ ７ ）を参考にした次

の視点①・②で振り返りを行った。  

視点①  今回の探究活動を通して、新たに習得した知識は何か。また、前

と後で何が変わったか。  

視点②  探究活動を振り返って、今後の学習や活動に向けての改善策は何

か。  

このうち、視点①では側面① 「粘り強い取組を行おうとする側面」を、視

点②では側面② 「自らの学習を調整しようとする側面」を見取ることができ

ると考え、視点①及び②について、両方とも表現していれば 「十分満足でき

る」状況（Ａ）、どちらか一方についてのみ表現していれば「おおむね満足

できる」状況（Ｂ）とした。  

 
 

 
６ ） 独 立 行 政 法 人  大 学 入 学 セ ン タ ー 「 令和６年度 本試験の問題 物理(991.0KB)」 

https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/kakomondai/r6/r6_honshiken_mondai.html,（参照 2025.3.2） 

７ ） 国 立 教 育 政 策 研 究 所  教 育 課 程 研 究 セ ン タ ー （ 2020）：「『 指 導 と 評 価 の 一 体 化 』 の た め の 学 習 評 価 に

関 す る 参 考 資 料 【 高 等 学 校  理 科 】」． 東 洋 館 出 版 社  pp.100～ 105 

図図５５   入入試試問問題題のの例例   

独立行政法人 大学入学センター「令和６

年度 本試験の問題 物理(991.0KB)」より 
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計画の立案】に整理し、該当する部分のみを抜き出した。  

  【素朴概念】について、「重い物体の方が軽い物体よりも早く落下する。」

という素朴概念から 「力が一定のとき、質量が大きいほど、加速度は大きい

だろう」という仮説を設定した生徒がクラスの半数以上いた。授業前は、「重

い物体は動きにくい」という日常生活と関連付けて「質量が大きいほど、加

速度は小さくなるだろう」という仮説を設定するのではないかと予想して

いたため、意外であった。しかしながら、生徒の記述からは、自分が設定し

た仮説が誤っていたという驚きが、知識の習得につながっている様子がう

かがえる。また、仮説が誤っていたことにより、「結果が違っても考察の基

準として仮説を立てることは大切だ」や「『なんで結果がそうなったのか』、

『自分はなぜそう仮説したのか』をもう一度考えるべきだ」などの考察や探
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素朴概念は、生徒が試行錯誤できる課題を設定する際の１つの手掛かりと

なることが明らかになった。  

【結果の処理】について、４名の生徒が記述している、関係性を見いだす

ためのグラフの描き方は、この探究において習得させたい技能であり、とて

も大切である。図図５５は令和６年度大学入学共通テスト  物理  の問題で、横軸

【検証計画の立案】  
〇実験をするうえで、変化させる要因と変化さ
せない要因をしっかり決めてするのが大切だ
とわかりました。（２人）  

〇前の実験のときは仮説をきちんと立てられ
なかったけど今回はしっかり立てることがで
きました。  

〇複数回実験することでより科学的な実験が
できた。（再現性についての記述５人）  

【素朴概念（ 1 5 人）】  
〇質量が大きくなれば加速度も大きくなると
思っていたけど、そうじゃないと今日分かっ
て驚きだった。力と質量の関係は逆だった。  

〇みんなの班の結果を見るまでは比例の関係
だと思っていた。  

〇自分が立てた仮説と結果が異なったので「な
んで結果がそうなったのか」、「自分はなぜそ
う仮説したのか」をもう一度考えるべきだと
思った。  

〇実験前に自分たちで立てていた仮説とは逆
で加速度と質量は反比例の関係にあるとわか
りました。仮説が正しかったときは嬉しいけ
ど、結果が違っても考察の基準として仮説を
立てることは大切だなと感じました。  

〇質量が大きくなればなるほど加速度が小さ
くなると知った。だから重たい荷物を運ぶ船
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図図４４   ググルルーーププ分分けけししたた探探究究後後のの特特徴徴的的なな記記述述（（抜抜粋粋））   

【結果の処理（４人）】  
〇グラフが右下がりで直線か曲線かわからな
いときは軸を１/◯に変えるときちんと読み
取れることがわかりました。  

〇反比例のグラフかどうか調べるときは横軸
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はじめて知りました。  

下線は筆者による。 
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  イイ   授授業業実実践践のの振振りり返返りりとと指指導導改改善善  

 表表４４は、２人の評価者が行った評

価ＡＢＣの人数分布である。評価１

は授業者による評価、評価２は授業

づ く り に 関 わ っ た 協 力 者 に よ る 評

価、検討後は２人で判断基準をすり

合わせた後の評価である。  

 評価「Ａ」と判断した生徒が、２人

の評価者で大きく異なる。視点①については、２人の評価者の間で 「新たな

知識や自分の考えを表現している」の判断に差は見られなかった。一方で、

視点②については、８名の記述において 「改善策を表現している」の判断に

違いが生じた。図図６６に、視点②

について「改善策を表現してい

る」の判断に違いが見られた記

述（△）と、同じ内容で判断に

違いが見られなかった記述（○）

の例を示す。 【記述１】は、共に

実験結果から読み取れることに

ついての記述であるが、〇の方

は「規則性をみつけやすくする

ために取ったデータをグラフ化

する」という具体的な記述が見

られる。また、 【記述２】は、共

に条件制御についての記述であ

るが、〇の方は「客観的な視点

をもつことと、班でよく話し合

う」という具体的な記述が見られる。１学期からの学習の積み上げを考慮し、

今回は具体的な改善が分かるレベルを視点②の「表現している」の判断基準

とすることで２人の評価者の意見がまとまった。実際に記録に残す評価を

行うためには、附属義務教育学校で実践されているように、生徒の実態を踏

まえ、予想される記述を具体的に挙げ、 「表現している」の判断基準を想定

しておく必要があると考える。  

最後に、２人の評価者間で検討した後の評価「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」の記述例を

図図７７に示す。【評価「Ａ」の例】では、①には新たな知識として運動の法則

を、②には具体的な改善策を表現しているため、「十分満足できる」状況と

判断した。【評価「Ｂ」の例】では、①には新たな知識として運動の法則を

表現しているものの、②には具体的な改善策を表現していないため、「おお

むね満足できる」状況と判断した。【評価「Ｃ」の例】では、①の新たな知

識の表現も、②の具体的な改善策の表現も見られないため、「努力を要する」

表表４４   評評価価  （（９９月月））のの人人数数分分布布  （（人人））  

 評価１ 評価２ 検討後  

Ａ  22 14 14 

Ｂ  5 13 13 

Ｃ  1 1 1 

評価なし  1 1 1 

  

【記述１】  
△今後は実験結果から読み取れることに意
識をおいて行いたい。  

〇実験結果から規規則則性性ををみみつつけけややすすくくすするる
たためめにに取取っったたデデーータタををググララフフににすするるように
したいです。  

 
【記述２】  
△力を分解したときの力の大きさの条件制
御がうまくできておらず、正しい結果が出
なかったので次回は気をつけたい。  

〇条件制御がうまくいかず、加速度が一定に
なってしまったので、これからは客客観観的的なな
視視点点ををももつつこことととと、、班班ででよよくく話話しし合合ううよう
にしたいです。  

図図６６   評評価価のの異異ななるる記記述述例例   

  

下線は筆者による。 
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状況と判断した。しかしながら、波線部「実験から考えるとより深く考えら

れていい」という記述から、この生徒も新たな知識に対する気付きや自分の

考えの変容があったと推測される。これが、本人の表現力によるものである

ならば、行動観察で補う必要がある。一方で、振り返りの視点の趣旨がきち

んと伝わっていないことによるものであれば、具体的な記述を求めるなど

生徒への視点の示し方を工夫する必要がある。今後、行動観察による加点や

生徒に示す振り返りの視点の改善などを行い、より妥当な評価方法を検討

する必要がある。  

なお、表表４４の 「評価なし」は、振り返りの提出がなく、評価を行うことが

できなかったためである。授業に出席していたが、振り返りを提出していな

い生徒に対しては、声掛けをして後から提出させたり、授業中の行動観察で

補ったりしなければならない。一方で、授業を欠席した生徒の扱いについて

は課題が残った。  

 

 （（４４）） 1111 月月のの授授業業実実践践   

 資資料料４４に、令和６年 10 月 31 日、 11 月１日、７日に行った授業実践の単元の

指導と評価の計画を示す。この単元では、探究の過程の中の結果の処理に重点

を置いた学習活動を第２時、第４時に設定し、「思考・判断・表現」の評価を行

うようにした。そして、「主体的に学習に取り組む態度」の評価を行うために、

第６～８時において力学的エネルギー保存則を確かめる探究を設定し、評価を

行った。  

 

①①  「「主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度」」のの評評価価方方法法ににつついいてて    

  アア   評評価価基基準準とと評評価価方方法法  

 ９月の授業実践と同様に、「参考資料」 【高等学校  理科】の事例４ ７ ）を参

考にした次の視点①・②で振り返りを行った。  

 
 
７ ） 再 掲  

【評価「Ｃ」の例】  
①  力を一定にするには力の
分解や一定にずっと力を加
えないといけないことがわ
かった。実験から考えるとよ
り深く考えられていいと思
った。  

②  少し無理やりだった実験
だったのでもっと機械的に
実験していきたい。  

【評価「Ａ」の例】  
①  加速度は力に比例し、質量
に反比例する。班の人と実験
の方法を話して力を一定に
する方法がわかった。仮説が
間違っていた。  

②  授業で習ったことと絡め
て実験方法を考える。変化さ
せる値を細かくする。  

図図７７   検検討討後後のの評評価価「「ＡＡ」」「「ＢＢ」」「「ＣＣ」」のの記記述述例例（（９９月月））   

  

【評価「Ｂ」の例】  
①  自由落下から質量でない
ものが加速度を高めるんだ
ろうと予測はしていたけど
質量が反比例の関係にある
と知って驚いた。  

②  実験手順など任せっぱな
しにしてしまったので私も
これからはちゃんと考えら
れるようになりたい。  

下線は筆者による。 
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  イイ   授授業業実実践践のの振振りり返返りりとと指指導導改改善善  

 表表４４は、２人の評価者が行った評

価ＡＢＣの人数分布である。評価１

は授業者による評価、評価２は授業

づ く り に 関 わ っ た 協 力 者 に よ る 評

価、検討後は２人で判断基準をすり

合わせた後の評価である。  

 評価「Ａ」と判断した生徒が、２人

の評価者で大きく異なる。視点①については、２人の評価者の間で 「新たな

知識や自分の考えを表現している」の判断に差は見られなかった。一方で、

視点②については、８名の記述において 「改善策を表現している」の判断に

違いが生じた。図図６６に、視点②

について「改善策を表現してい

る」の判断に違いが見られた記

述（△）と、同じ内容で判断に

違いが見られなかった記述（○）

の例を示す。 【記述１】は、共に

実験結果から読み取れることに

ついての記述であるが、〇の方

は「規則性をみつけやすくする

ために取ったデータをグラフ化

する」という具体的な記述が見

られる。また、 【記述２】は、共

に条件制御についての記述であ

るが、〇の方は「客観的な視点

をもつことと、班でよく話し合

う」という具体的な記述が見られる。１学期からの学習の積み上げを考慮し、

今回は具体的な改善が分かるレベルを視点②の「表現している」の判断基準

とすることで２人の評価者の意見がまとまった。実際に記録に残す評価を

行うためには、附属義務教育学校で実践されているように、生徒の実態を踏

まえ、予想される記述を具体的に挙げ、 「表現している」の判断基準を想定

しておく必要があると考える。  

最後に、２人の評価者間で検討した後の評価「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」の記述例を

図図７７に示す。【評価「Ａ」の例】では、①には新たな知識として運動の法則

を、②には具体的な改善策を表現しているため、「十分満足できる」状況と

判断した。【評価「Ｂ」の例】では、①には新たな知識として運動の法則を

表現しているものの、②には具体的な改善策を表現していないため、「おお

むね満足できる」状況と判断した。【評価「Ｃ」の例】では、①の新たな知

識の表現も、②の具体的な改善策の表現も見られないため、「努力を要する」

表表４４   評評価価  （（９９月月））のの人人数数分分布布  （（人人））  

 評価１ 評価２ 検討後  

Ａ  22 14 14 

Ｂ  5 13 13 

Ｃ  1 1 1 

評価なし  1 1 1 

  

【記述１】  
△今後は実験結果から読み取れることに意
識をおいて行いたい。  

〇実験結果から規規則則性性ををみみつつけけややすすくくすするる
たためめにに取取っったたデデーータタををググララフフににすするるように
したいです。  

 
【記述２】  
△力を分解したときの力の大きさの条件制
御がうまくできておらず、正しい結果が出
なかったので次回は気をつけたい。  

〇条件制御がうまくいかず、加速度が一定に
なってしまったので、これからは客客観観的的なな
視視点点ををももつつこことととと、、班班ででよよくく話話しし合合ううよう
にしたいです。  

図図６６   評評価価のの異異ななるる記記述述例例   

  

下線は筆者による。 

― 15 ―



- 16 - 

 

視点①  今回の探究活動を通して、新たに習得した知識は何か。また、前

と後で何が変わったか。  

視点②  探究活動を振り返って、今後の学習や活動に向けての改善策は何

か。  

このうち、視点①では側面① 「粘り強い取組を行おうとする側面」を、視

点②では側面② 「自らの学習を調整しようとする側面」を見取ることができ

ると考え、視点①及び②について、両方とも表現していれば「十分満足でき

る」状況（Ａ）、どちらか一方についてのみ表現していれば「おおむね満足

できる」状況（Ｂ）とした。  

 

  イイ   授授業業実実践践のの振振りり返返りりとと指指導導改改善善   

 表表５５は、２人の評価者が行った評

価ＡＢＣの人数分布である。評価１

は授業者による評価、評価２は授業

づ く り に 関 わ っ た 協 力 者 に よ る 評

価、検討後は２人で判断基準をすり

合わせた後の評価である。  

６名の生徒で評価の判断に違いが

生じていたが、それぞれの評価者が視点①及び②の 「表現している」の判断

に迷う生徒であり、検討後はお互いに納得することができた。  

検討後の評価「Ａ」「Ｂ」の記述例を図図８８に示す。【評価「Ａ」の記述例】

では、①には新たな知識や自分の考えを、②には具体的な改善策を表現して

表表５５   評評価価  （（ 1111 月月））のの人人数数分分布布  （（人人））  

 評価１ 評価２ 検討後  

Ａ  16 14 16 

Ｂ  11 13 11 

Ｃ     

評価なし  2 2 2 

  

【評価「Ｂ」の記述例１】  
①  ば ね 定 数 は 一 定 じ ゃ な
い？公式になれることがで
きた。  

②  わかりやすい実験を考え
たつもりだったけど、データ
が合わなくて難しかった。測
ったデータがわかりやすい
ように表を使ってまとめら
れるようにしたい。  

【評価「Ａ」の記述例】  
①  自分たちで見て、計算し
て、力学的エネルギー保存が
成り立つことを実感した。実
験をする前は、力学的エネル
ギー保存の法則は自分の中
で半信半疑なところがあっ
たから、本当に成り立つこと
が確かめられてよかったで
す。  

②  考察をしたときに、多少の
誤差は全部摩擦力のせいだ
と思っていたけど、結果の数
値をちゃんと見たら、摩擦力
の影響とは矛盾するような
数値になっていたことが、先
生に言われて気づいたから、
今後実験をして、結果からど
んなことが分かるかを考察
するとき、もっとよく考えた
いと思いました。  

図図８８   検検討討後後のの評評価価「「ＡＡ」」「「ＢＢ」」のの記記述述例例（（ 1111 月月））   

【評価「Ｂ」の記述例２】  
①  傾斜のどこでも力学的エ
ネルギーが変化しないこと
がわかった。また、実験用の
式を考えて立てられるよう
になった。  

②  物体にかかる力をすべて
考えて、式にすることが苦手
だったので今回習ったこと
を使用して式をすぐにたて
るようにしたい。  

下線は筆者による。 
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いるため、 「十分満足できる」状況（Ａ）と判断した。一方、 【評価「Ｂ」の

記述例１】では、②の具体的な改善策の表現はあるが、①の新たな知識や自

分の考えについての表現がないため、 「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と

判断した。また、 【評価「Ｂ」の記述例２】では、①の新たな知識や自分の

考えについての表現はあるものの、②の具体的な改善策の表現がないため、

「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断した。  

 

６６   結結果果のの考考察察とと今今後後のの課課題題   

協力校の１年生１クラス (29 名 )において 「主体的に学習に取り組む態度」を評価

するための授業実践を３回行った。その授業実践を、研究の目的である以下の２つ

の点で振り返る。  

（１）「科学的に探究しようとする態度」を涵養する授業について  

（２）「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法について  

 

（（１１））「「科科学学的的にに探探究究ししよよううととすするる態態度度」」をを涵涵養養すするる授授業業ににつついいてて   

「科学的に探究しようとする態度」を涵養する授業として、以下の４つの点

を意識した授業実践を行った。  

ア  生徒が試行錯誤できる課題  

イ  生徒が問題を見いだすことができる導入  

ウ  生徒が自らの学びを振り返ったり、自己調整したりする場面  

エ  視点を示した授業（探究）の振り返り  

 

「ア  生徒が試行錯誤できる課題の設定」としては、生徒一人ひとりのワーク

シートの記述や取り組む姿勢から、２月の授業実践のような問題演習の要素が

強い課題よりも、検証計画の立案や結果の解釈など探究の過程において生徒が

自由に考えられる課題の方が、教員の負担も少なく、生徒は理科の見方・考え

方を働かせながら主体的に取り組むことができると考える。  

 また、「エ  視点を示した授業（探究）の振り返り」については、生徒の実態

を把握して指導の改善に役立てることができ、非常に有効である。図図９９に、授

業実践後の振り返りのうち「今後の学習や活動に向けての改善策」についての

記述の変化の例を示す。この２名の生徒に代表されるように、この半年間で生

徒の記述が具体的なものに変わってきている。うまくいったことやうまくいか

なかったことを整理して自分のものにしている様子がうかがえ、少しずつでは

あるが着実に「科学的に探究しようとする態度」が身に付いていると考える。

さらに、このような生徒の変容は教員によってデザインされたものであり、改

めて指導と評価の一体化の重要性を認識した。  

残念ながら、今回は、「イ  生徒が問題を見いだすことができる導入」につい

て、十分に検討することができなかった。令和７年２月８日に行われた島根大

学附属義務教育学校主催の 「理科の授業を語る会 （特別企画）」において北里大
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学理学部准教授田中保樹氏からは、「自然の事物・現象から問題を見いだし、子

どもと一緒に課題を設定する際には、いかに自分事にするか。内発的動機付け

が非常に大切である。」という発言もあった。今後は、生徒自らが課題を設定す

るような導入について考えていきたい。  

また、「ウ  生徒が自らの学びを振り返ったり、自己調整したりする場面」に

ついても深く踏み込むことができなった。文部科学省教科調査官真井克子氏は、

令和６年 10 月 26 日に行われた当教育センター能力開発研修「高等学校理科教

育化学講座」において生徒が作成したチェックシートを使った相互評価の事例

紹介の中で、 「発表の聞き方や意見の仕方だけでなく、個人で考えた検証計画自

体が変わった。」と述べている。今後、この事例を参考にした仕掛けを用意し、

その効果を検証する必要がある。  

 そして、大学入試を見据えつつ限られた時間の中で探究を行うためには、単

元を通して育成をめざす資質・能力を明確にした上で、 「思考力、判断力、表現

力等」や「科学的に探究しようとする態度」を育むことに適した学習内容を精

選することが大切となる。「高校理科 365 日（化学同人）」化学基礎編、生物基

礎編にあるような単元の指導と評価の計画を作成し、それに基づく授業実践を

図図９９   振振りり返返りりのの記記述述のの変変化化にによよるる生生徒徒のの変変容容（（例例））   

  

【９月】  
 も っ と 再 現 性 を 持 っ て
探 究 活 動 を し た い 。 条 件
制 御 を 意 識 し て い き た
い。  

【６月】  
も っ と 具 体 的 で 、 実 現

性 の あ る 計 画 に し た い で
す 。 実 際 に す る 高 さ を 考
え た り 、 何 回 も す る な ど
し て い き た い で す 。 仮 定
の 立 て 方 を 今 回 知 る こ と
ができたので、「〜になる
だろう。」という書き方を
していきたいです。  

【 1 1 月】  
 今 回 自 分 で は 思 い つ か
な い よ う な 実 験 を し た の
で 面 白 か っ た で す 。 角 度
以 外 の 条 件 を 変 え な い よ
う に 実 験 す る の が 難 し か
ったです。そして、見込み
値 よ り 実 際 の 値 が 小 さ か
っ た こ と か ら 斜 面 と 平 面
の ガ タ ン と な る と こ ろ を
な く せ ば い い と い う 考 察
が 出 た の で そ こ を 改 善 す
る た め に 、 滑 ら か な 斜 面
を 作 っ て 実 験 す る と 良 い
と思いました。  

〔生徒１〕  

【９月】  
 前 の 実 験 の と き は 仮 説
を き ち ん と 立 て ら れ な か
っ た け ど 今 回 は し っ か り
立 て る こ と が で き ま し
た 。 今 回 の 探 究 活 動 を 通
し て 私 は こ れ か ら 実 験
（ 計 画 ） を 立 て ら れ る よ
う に し た い と 感 じ ま し
た。  

【６月】  
仮 説 を し っ か り 立 て て

問 題 を 解 決 で き る よ う な
実 験 を 深 く 考 え ら れ る よ
うにしたいです。  

【 1 1 月】  
 ま ず 実 験 の 仮 説 が 正 し
い か 確 か め る た め に 何 回
か す る こ と が 必 要 な の で
は な い か と 考 え ま し た 。
ま た 、 時 間 を 考 え て 時 間
内 に で き る よ う に す る 必
要があると思いました。  

〔生徒２〕  
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行いたい。  
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